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城西地域人権問題研修会 １１／６（水）

「広く市民を対象に人権問題に関する映像教材の視聴やフォーラム、講演等を通して人権意識を高める
ための研修会を開催することにより、市民がさまざまな人権問題に対して、正しい理解と認識を深め、自分
の人権のみならず他人の人権についても正しく理解し、その権利の行使に伴う責任を自覚し、お互いに人
権を尊重し合い、明るい地域社会づくりに資することを目的とする。」の趣旨のもと、講師に常深 透氏（県
男女共同参画局人権同和対策課人権研究推進員）をお迎えし、「誰もが幸せに生きるために～無意識の
思い込みはありませんか～」と題して、御講演をいただきました。

すべての人が、人権問題を自らの問題として捉え、どのような場面でも一人一人の人権を尊重した行動
がとれるよう、ご自身の体験や人権問題に係る資料をもとに、人権問題を正しく理解すること及び、差別を
許さない行動をとることの大切さについて、丁寧に分かりやすく伝えていただきました。

本研修会での学びや気付きを契機に、より一層人権問題を自分のこととして受け止め、課題の解決に向
けて行動してほしいと願っています。

図 書 室 か ら
□新刊図書案内

わらべ歌でたっぷり遊び、ゆっくり絵本を読み □一般書 （著者等）
聞かせる活動など、親子で一緒に楽しみながら 夜更けより静かな場所 岩井 圭也
実践的に学んでいます。 無形 井戸川射子
□ちいさいやま 遊郭島心中譚 霜月 流

対 象：乳幼児と参加を希望する子どもと おとこ川をんな川 唯川 恵
その付き添いの方 婚活マエストロ 宮島 未奈

期 日：１２月１９日（木） PIT 特殊心理捜査班・蒼井俊 五十嵐貴久
時 間：１０：３０～１１：００ シルバー川柳⑭ワシだって財布の中はキ 全国有料老人
内 容：わらべ歌・読み聞かせ ャッシュレス ホーム協会
※先着１０組程度 □児童書

□おおきいやま 読書バリアフリー②～だれもが「本を読め 白坂 洋一
対 象：３歳からどなたでも る」社会へ～
期 日：１２月２１日（土） ぬすまれたねむねむ アネテ・メレツェ
時 間：１４：００～１４：４５（今回は少し長めです。） 銀樹 森埜こみち
内 容：すばなし・読み聞かせ・詩・わらべ歌 ゆきのもりのおくりもの リンデ・ファース
※人数制限なし ダンス★フレンド カミラ・チェスター

○１２月の予約申込 うろおぼえ一家のおみせや 出口かずみ
１２月１日～１２月１５日 （電話：２２４－６９９３） パディントンのハロウィン R ． W ．アリー

参加いただいた方から、次のような声をいただきました。

○「人権」というと難しい言葉に感じていましたが、講師の方が分かりやす

く具体例を示しながらお話をされたので、とても分かりやすかったです。

○無意識の偏見、水平社宣言、SOGIハラスメント等、知らないことをたく

さん学ばせていただきました。

○身の回りの生活で又は職場で常に意識しなければならない「無自覚の差別」

があることを肝に銘じたいと思います。

○人権について改めて考える機会になりました。とてもよい機会を得られま

した。また、無意識に言葉や態度で人を傷つけていないかと自問する機会

にもなりました。

○「不自由であっても不幸ではない」や「幸せだから笑っているのではなく、

笑うから幸せなんだ」等、印象に残る言葉が多々ありよい学びとなりまし

た。

○無意識のうちに差別していることもあるということを改めて感じました。

親子で楽しめる 「おはなしやま」

～潤いと品格 和と輪あふれる館～

城西公民館だより
令和６年１２月号



学 ぶ 楽 し さ を 味 わ う ！ 後 期 講 座
１０月３日（木）から「子育て世代の楽家事講座」を皮切りに、１６の講座を開催しています。子どもから

高齢者までの幅広い年齢層の受講者が、それぞれの講座で、学ぶ楽しさを味わいながら意欲的に取
り組んでいます。その活動の様子と感想をご紹介します。

□１２月行事
１２月２日(月) 健康づくり学習室利用講習会

(①１０：００～②１８：００～)

１２月２９日(日)～1月３日(金) 休館

冬の心豊かで元気あふれる
「 さつまっ子 」を育てる運動

１２月１５日 ～ １月３１日
１ 青少年の地域活動（年末年始の行事

等）を積極的に推進しましょう。
２ あいさつ運動を展開し、地域で青少

年を育てましょう。
３ 明るい家庭づくりに努めましょう。
４ スマートフォン、ゲーム機器等の正し

い使い道やネットトラブルについて、家
庭や地域で話し合いましょう。

ポージングでは、それぞれの体調で、気持ちよく
体を動かすことができました。学びも多いです。

初めて知る偉人が多く、興味深く話を聞かせてい
ただきました。資料も多く分かりやすかったです。

難しい場面では、先生が、一人一人の顔を見て
困っていそうな方に走ってかけつけてくれます。

みんなで五等分して団子をこねて蒸してと、先生
の指導で美味しい郷土菓子ができ上がりました。

城西地域ふるさと探訪⑥
○貧窮の草牟田郷士が生計の支えに良質のツゲ材で

櫛を作り、名産として

広まりました。その由

来を記した銘板が草牟
田公民館のところにあ

ります。

【草牟田つげ櫛】

○明治１０年１月３０日、私
学校徒が草牟田にあった陸軍

弾薬庫の火薬を密かに奪取、

その後西南戦争に突入してい

きました。

【陸軍火薬庫跡】
（出典：片平 孝市氏 編集資料）


